
第 28 回 気候変動枠組条約締約国会議

東海大学電気電子工学会報 令和 6 年（２０24 年）2 月１5 日発行（第 6 号）

（題字：創設者・松前重義先生）

～おしらせ～
電気電子工学会同窓会（懇親会）開催
●日時
令和６年11月３日（日）12：00～
（時間は変更になる場合があります）

●場所
東海大学湘南校舎19号館９階
コミュニケーションエリア

●詳細
右のQRコードまたは、

http: / /pro .ep.u-tokai .ac . jp/
（電気電子工学会ホームページ）

をご参照ください。

※新型コロナウイルスの感染状況によっては、
開催が中止になる場合があります。

Br idgestone World Solar 
Challenge（BWSC）は太陽光の
みを動力源として、約５日間を
かけてオーストラリア北部の都市

「ダーウィン」から南部の都市「ア
デレード」までの約 3,000 ㎞を
縦断する世界最高峰のソーラー
カーレース。

大会は 1987 年から 2 年に一
度開催され、今大会で 16 回目と
なります。東海大学ソーラーカー
チ ー ム は 2009 年 と 2011 年 の
大会で 2 連覇を成し遂げました。
今大会では世界一奪還を目標に
据え参戦。（関連記事：５頁）

2023 年 11 月 30 日から 12 月 13 日まで、世界の国々が気候変動の
問題を話し合う「COP28」がアラブ首長国連邦（UAE）のドバイで開
催されました。

「COP28」は、温室効果ガス（GHG）の排出削減目標や気候変動
への対策について議論される「国連気候変動枠組条約締約国会議」
の 28 回目の会議です。 締約国 198 カ国などが参加し、日本からも岸
田首相が首脳級会合に出席したほか、各省庁の閣僚や関係者が多数
出席しました。また、開催国のインフラ施設等を視察する機会が設け
られ東海大学の学生６名が参加しました。（関連記事：５頁）

Bridgestone World Solar Challenge 2023
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電
気
電
子
工
学
会
総
会
（
同
窓
会
）
の
本
格

復
活毎

年
11
月
３
日
に
開
催
し
て
い
る
電
気
電

子
工
学
会
総
会
（
同
窓
会
）
を
今
年
は
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
０
１
９
年

か
ら
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
総
会
の
開
催

を
中
止
す
る
年
も
あ
り
、
昨
年
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
お
茶
と
お
菓
子
を
ご
提
供
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
４
年
ぶ
り
に
軽
食
と

飲
み
物
を
ご
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ロ
ナ

禍
前
の
総
会
と
ほ
ぼ
同
じ
形
で
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。今

年
の
乾
杯
の
挨
拶
は
、
２
０
２
３
年
３

月
に
卒
業
し
た
宮
田
元
太
郎
さ
ん
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
宮
田
さ
ん
は
昨
年
の
建
学
祭
の

実
行
委
員
長
を
勤
め
ら
れ
た
方
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
大
勢
が
集
ま
っ
て
の
建
学
祭
は
２
年

間
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
は
宮

田
さ
ん
を
中
心
と
す
る
建
学
祭
実
行
委
員
会

の
尽
力
に
よ
っ
て
建
学
祭
が
復
活
し
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
２
０
２
２
年
の
「
電
気
電
子
工

学
会
報
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
年
乾

杯
の
挨
拶
は
、
大
学
を
卒
業
し
長
年
社
会
で

活
躍
さ
れ
た
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
宮
田
さ
ん
の
よ
う
な
若
者
の
挨
拶
で

会
が
始
ま
り
、
電
気
電
子
工
学
会
（
同
窓
会
）

の
本
格
的
な
復
活
に
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。

今
年
の
同
窓
会
で
改
め
て
感
じ
た
の
は
、
近

年
卒
業
さ
れ
た
若
い
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加

が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
総
会
（
同
窓

会
）
の
会
場
は
、
３
月
に
大
学
を
卒
業
さ
れ
た

新
会
員
、
現
在
電
気
電
子
業
界
の
最
前
線
で
活

躍
し
て
い
る
方
か
ら
す
で
に
現
役
を
引
退
さ

れ
た
会
員
の
方
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々

が
集
う
場
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
た
ち
の

同
窓
会
組
織
が
会
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
長
期
に
渡
っ
て
活
動
を
続
け

て
き
た
結
果
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
頃
の
会
員

の
皆
様
の
同
窓
会
に
対
す
る
ご
支
援
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
レ
ー
ス
再
開

総
会
の
席
で
は
、
木
村
先
生
、
佐
川
先

生
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
か
れ
た
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
レ
ー
ス
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
東
海
大
学
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー

ム
は
コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
中
レ
ー
ス
に
参
戦
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
と
し
は
、
4
年
ぶ

り
の
レ
ー
ス
参
加
と
な
り
、
東
海
大
学
の
チ
ー

ム
は
総
合
５
位
の
立
派
な
成
績
を
残
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
レ
ー
ス
中
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
BS
の
密

着
取
材
を
受
け
、
チ
ー
ム
が
活
躍
す
る
様
子
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
BS
で
放
送
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

女
性
の
活
躍
が
目
立
つ
同
窓
会

今
年
の
総
会
で
は
、
参
加
さ
れ
た
方
た
ち

の
中
で
女
性
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

電
気
電
子
工
学
科
の
在
学
生
に
も
女
子
学
生

の
割
合
が
以
前
よ
り
は
高
く
な
っ
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。
電
気
電
子
分
野
の
産
業
界
で
は
近

年
女
性
の
活
躍
が
増
え
、
彼
女
た
ち
は
ま
す
ま

す
期
待
さ
れ
る
人
材
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
が

所
属
す
る
東
京
都
電
気
工
事
工
業
組
合
で
は
、

令
和
５
年
11
月
に
女
性
部
会
を
設
立
し
、
女
性

の
社
会
的
地
位
の
向
上
と
電
気
工
事
業
界
で

の
活
躍
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
電
気
電
子
工
学

会
の
女
性
会
員
の
方
で
も
電
気
工
事
施
工
管

理
技
師
と
し
て
電
気
工
事
に
携
わ
っ
て
ら
っ

し
ゃ
る
方
が
お
り
ま
す
。
以
前
、
電
気
電
子
工

学
会
の
総
会
で
、
そ
の
方
に
お
会
い
し
た
際
に

は
、
自
ら
の
仕
事
に
責
任
と
誇
り
を
持
っ
て
仕

事
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
総
会
で
も
女
性
の
会
員
の
方
々

に
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
、
皆
さ
ん
の
言
葉

か
ら
電
気
電
子
工
学
分
野
で
の
女
性
の
活
躍

を
確
信
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
こ
そ
同
窓
生
の
つ
な
が
り
を

２
０
２
３
年
の
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
５
類
感
染
症
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
か

ら
、
経
済
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
全
て
の
業
種
で
人
手
不
足
が
深
刻

に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
の
解
消
に
は

Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
が
有
効
に
な
る
で

し
ょ
う
。
一
方
で
、
資
材
の
不
足
も
顕
著
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
昨
年
は
半
導
体
不
足
が

問
題
と
な
り
ま
し
た
。
半
導
体
不
足
は
最
近
解

消
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
私
が
属
す
る
電

気
工
事
業
界
で
は
、
電
線
の
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
高
圧
用
電
線
の
不
足

は
発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
３
年
の

11
月
ご
ろ
か
ら
は
低
圧
用
電
線
も
不
足
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
電
線
を
取
り
扱
う
商
社
で

は
無
期
限
の
受
注
中
止
の
処
置
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
他
の
産
業
に
お
い
て
も
様
々
な
資
材

の
不
足
が
事
業
継
続
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
は
こ
れ
か
ら

も
し
ば
ら
く
は
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
時
で
あ
る
か
ら
こ
そ
同
窓
生
が
総
会
（
同

窓
会
）
に
集
ま
り
、
お
互
い
に
情
報
交
換
を

行
っ
て
、
皆
で
困
難
を
克
服
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
電
気
電
子
工
学
会
は
そ
の
よ
う
同

窓
生
の
つ
な
が
り
を
作
る
組
織
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
11
月
３
日
12
時
に
19
号
館

９
階
に
同
窓
生
皆
で

集
ま
り
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
３
年
度
同
窓
会
開
催

東
海
大
学
電
気
電
子
工
学
会　

会
長

城
座
治
夫
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近
年
の
情
報
分
野
の
発
展
は
目
覚
ま
し
く
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
やC

h
atG

P
T

の
よ
う
な
人
工
知
能
（A

I:

A
rtificial In

tellig
en

ce

）
が
、
実
社
会
に

本
格
的
に
組
み
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

電
気
・
電
子
お
よ
び
通
信
の
分
野
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
の
利
用
を
想
定
し
た
電
気
・
電
子
機
器

の
研
究
開
発
が
望
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
電
気
・

電
子
機
器
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
連
系

さ
れ
、
様
々
な
情
報
を
遠
隔
で
収
集
し
、
電
気
・

電
子
機
器
を
制
御
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
（In

tern
et 

o
f T

h
in

g
s

）
技
術
や
、
衛
星
か
ら
の
位
置
情

報
を
基
に
電
気
自
動
車
を
自
動
運
転
す
る
技
術

な
ど
は
、
ま
さ
に
電
気
・
電
子
分
野
と
情
報
が
、

通
信
技
術
を
介
し
て
結
び
つ
い
た
か
ら
こ
そ
実

現
で
き
る
技
術
で
す
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
技
術
を
担
う
エ
ン
ジ

ニ
ア
を
世
に
送
り
出
す
と
い
う
社
会
的
ニ
ー

ズ
を
受
け
、
電
気
電
子
工
学
科
に
お
い
て
も
、

22
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
か
ら
、
電
気
・

機
械
分
野
、
通
信
分
野
、
電
子
機
器
分
野
の

３
分
野
に
加
え
て
、
情
報
系
分
野
を
新
た
に

追
加
し
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
社
会
（D

X
: D

ig
ital 

T
ran

sfo
rm

atio
n

）
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

人
財
の
輩
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

22
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
に
よ
り
、
新

た
に
追
加
し
た
情
報
系
の
科
目
は
、
推
奨
修
得

年
次
順
に
、

1
年
次

「
Ｗ
ｅ
ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」

Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
構
築
の
基
礎
（H

T
M

L
, 

Jav
aS

crip
t, W

eb

サ
ー
バ
ー
な
ど
）

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
１
，
２
」

Ｃ
言
語
の
文
法
修
得
か
ら
数
値
計
算
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
へ

「
電
子
情
報
実
習
」

R
asp

b
erry

 P
i

と
接
続
し
た
電
子
回
路
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
制
御
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
初
歩

2
年
次

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

簡
単
な
物
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」

回
帰
分
析
や
多
変
量
解
析
、
簡
易
な
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

「
デ
ー
タ
構
造
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
」

デ
ー
タ
の
ソ
ー
ト
や
探
索
、
再
帰
処
理
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
な
ど

「
電
気
・
電
子
情
報
工
学
基
礎
実
験
」

M
atlab

を
用
い
た
行
列
演
算
に
よ
る
数
値

計
算

3
年
次

「
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
礎

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
」

電
気
・
電
子
製
品
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
連

系
に
よ
る
デ
ー
タ
収
集
と
制
御

「
電
気
・
電
子
情
報
工
学
実
験
Ａ
」

画
像
処
理

「
電
気
・
電
子
情
報
工
学
実
験
Ｃ
」

画
像
認
識
と
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
自
動
運
転

と
な
っ
て
お
り
、
既
存
科
目
の
履
修
状
況

と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
学
修
を
進
め
て
も

ら
え
る
よ
う
に
情
報
系
科
目
を
配
置
し
て
い
ま

す
。１

年
次
で
は
、
ま
ず
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

言
語
の
修
得
を
目
指
す
傍
ら
、
マ
イ
ク
ロ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
（R

asp
b

erry
 P

i

）
を
使
用
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
電
子
回
路
の
制
御

や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
よ
る
機
器
制
御
な
ど
を
実
習
形
式
で
学
び

ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
習
科
目
で
は
、
学
生
自
身

が
持
参
す
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
講

義
を
行
う
こ
と
で
、
早
期
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

取
り
扱
い
を
会
得
す
る
と
も
に
、
講
義
時
間
外

の
自
習
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。

２
年
次
で
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
数
値
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
お
よ
び
簡
単
な
人
工
知
能
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
実
験

科
目
の
一
部
で
は
、
電
子
回
路
設
計
を
題
材

と
し
て
課
題
解
決
型
学
習
（P

ro
ject B

ased
 

L
earn

in
g

）
を
取
り
入
れ
た
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
電
子
回
路
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
試

行
錯
誤
を
通
じ
て
学
生
の
自
発
的
行
動
や
思
考

力
向
上
を
促
す
な
ど
、
講
義
の
工
夫
に
努
め
て

い
ま
す
。

３
年
次
で
は
、
座
学
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

実
験
系
科
目
に
お
い
て
も
情
報
分
野
を
取
り
入

れ
た
新
し
い
実
験
テ
ー
マ
を
用
意
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
画
像
処
理
技
術
に
つ
い
て
実
験

を
通
し
て
学
ん
だ
あ
と
、
ピ
ク
セ
ル
の
カ
ラ
ー

情
報
と
し
て
の
画
像
か
ら
意
味
の
あ
る
情
報

（
物
体
情
報
）
を
抽
出
（
認
識
）
し
、
行
動
を

変
化
さ
せ
る
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
の
自
動
運

転
実
験
を
行
い
ま
す
。

最
終
学
年
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
学
修
し
た
知

識
を
卒
業
研
究
で
の
実
践
に
つ
な
げ
て
い
く
予

定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
電
気
電
子
工
学
科
で
は
、
昨

今
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
人
工
知
能
に

代
表
さ
れ
る
情
報
系
の
内
容
を
取
り
入
れ
つ

つ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
重
点
を
置
き
す
ぎ
な
い

よ
う
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
や

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
機
器
の
制
御
と

い
っ
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
も
学
べ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。

一
方
で
、
電
力
系
統
や
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
基
盤
が
不
要
に
な
る
わ
け

で
は
な
く
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
社
会
は
、
よ
り
一
層

信
頼
性
の
高
い
、
頑
強
（
ロ
バ
ス
ト
）
な
産
業

基
盤
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
と
の
観
点

か
ら
、
こ
れ
ら
従
来
技
術
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
通
り
、
教
授
し
て
い
く
所
存
で
す
。

２
０
２
２
年
度
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム　

情
報
分
野
の
新
設

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
科
目
担
当
【
情
報
系
】

金
子
哲
也
・
石
丸
将
愛

授業風景
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私
は
森
平
舞
台
機
構
株
式
会
社
で
全
国
の

市
民
会
館
、
公
民
館
等
の
舞
台
機
構
の
建
設

に
従
事
し
て
い
ま
す
。
当
社
は
、
東
海
大
学

湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
い
秦
野
市
文
化
会
館

の
舞
台
機
構
の
建
設
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
ブ
ギ
ウ
ギ
」
の
収
録
に
使

わ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
ホ
ー
ル
の
舞
台
機

構
も
担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
朝
ド
ラ
を

見
て
い
る
と
舞
台
へ
目
が
行
き
、
床
の
迫
り
の

切
り
込
み
な
ど
が
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

当
社
は
、
劇
場
等
の
建
設
で
舞
台
機
構
と

呼
ば
れ
る
緞
帳
な
ど
の
幕
類
、
照
明
の
昇
降
装

置
、
迫
り
や
回
り
舞
台
の
床
機
構
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
私
が
こ
れ
ら
の
仕
事
を
始
め
た
の
は

大
学
を
卒
業
し
た
年
で
あ
る
１
９
７
８
年
で

す
。
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
舞
台
設
備
は
大
き
く

進
化
し
ま
し
た
。
入
社
当
時
の
照
明
設
備
は
白

熱
電
球
用
が
主
流
で
し
た
が
、
現
在
は
ハ
ロ
ゲ

ン
ラ
ン
プ
や
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
が

多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
照
明
器
具

の
調
光
は
、
従
来
ア
ナ
ロ
グ
制
御
で
し
た
が
、

近
年
で
は
デ
ジ
タ
ル
制
御
が
主
流
に
な
っ
て

い
ま
す
。

照
明
や
音
響
設
備
は
舞
台
を
よ
り
魅
力
的

に
演
出
す
る
た
め
、
新
し
い
技
術
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、

私
た
ち
が
担
当
し
て
い
る
舞
台
機
構
で
は
状

況
が
少
し
異
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

床
機
構
の
動
力
源
が
全
て
人
力
あ
っ
た
時
代

か
ら
、
現
在
は
モ
ー
タ
が
動
力
源
と
な
り
、

機
構
の
動
き
は
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
に
進
化
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
舞
台
機
構
が
照
明
や
音

響
設
備
と
異
な
る
点
は
、
舞
台
機
構
は
動
く

物
で
あ
る
た
め
、
安
全
性
を
最
優
先
に
し
て

設
計
が
行
わ
れ
る
点
で
す
。
舞
台
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
に
、
舞
台
機
構
に
は
多
く

の
セ
ン
サ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
セ
ン
サ
ー
が
舞
台
の
異
常
を
検
知

す
る
と
自
動
で
舞
台
の
動
き
を
止
め
る
仕
組

み
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
、
セ
ン
サ
ー

が
舞
台
の
正
常
性
を
示
し
た
上
で
、
舞
台
を

動
か
す
仕
様
が
採
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

安
全
確
認
型
と
呼
ば
れ
る
こ
の
仕
様
に
よ
っ

て
、
舞
台
機
構
の
安
全
性
が
高
ま
り
、
事
故

や
セ
ッ
ト
の
破
損
等
を
防
い
で
い
ま
す
。
舞

台
機
構
の
制
御
は
、「
人
に
安
全
で
あ
る
こ
と
」

が
最
重
要
視
さ
れ
ま
す
。

安
全
の
次
に
舞
台
機
構
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
、
舞
台
が
確
実
に
動
く
こ
と
で
す
。
舞
台

機
構
の
不
調
に
よ
る
公
演
中
止
は
絶
対
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
大
晦
日
に
放
送
す
る

「
紅
白
歌
合
戦
」
で
は
当
社
の
舞
台
機
構
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
不
足
の
事
態
に

対
応
す
る
た
め
、
毎
年
番
組
の
準
備
か
ら
放
送

終
了
ま
で
当
社
の
技
術
者
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ

ン
タ
ー
の
一
室
に
待
機
し
て
い
ま
す
。
私
も
そ

の
役
目
を
担
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
緊
張
し
な
が

ら
番
組
の
放
送
終
了
を
待
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
と
き
の
体
験
か
ら
、
現
在
で
も
「
紅

白
歌
合
戦
」
は
安
心
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
毎
年
、
「
ゆ
く
年
く
る
年
」
の
放
送
が

始
ま
っ
て
か
ら
大
晦
日
の
番
組
を
楽
し
め
る

よ
う
に
な
り
、
新
年
を
迎
え
ま
す
。

私
は
、
発
電
設
備
や
送
変
電
設
備
な
ど
の
計

画
、
調
査
、
設
計
な
ど
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
東
電
設
計
（
株
）
で
、

原
子
力
発
電
設
備
の
設
計
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
私
が
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
で
は
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
（
以
下
福
島
第
一
）
に
貯
ま
っ

て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
を
海
へ
放
出
す
る
た

め
の
監
視
・
制
御
装
置
の
設
計
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
装
置
は
２
０
２
３
年
８
月
24
日
に
稼

働
し
、
政
府
方
針
で
定
め
た
放
出
時
の
排
水
基

準
を
下
回
っ
た
状
態
で
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
を

海
洋
放
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
皆
さ
ん
も
ニ
ュ
ー
ス
等
で
ご
存
知
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

福
島
第
一
は
現
在
廃
炉
作
業
中
で
す
が
、

廃
炉
を
安
全
か
つ
確
実
に
進
め
る
た
め
に
は

原
子
炉
内
の
状
態
を
常
に
監
視
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
監
視
項
目
は
原
子
炉
が
稼
働

し
て
い
た
時
と
は
異
な
る
た
め
、
私
た
ち
は
原

子
炉
圧
力
容
器
の
温
度
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

の
水
位
、
放
射
線
量
な
ど
の
膨
大
な
プ
ロ
セ
ス

値
を
一
ヶ
所
に
集
約
し
、
監
視
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
新
た
に
設
計
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
設
計

し
た
監
視
シ
ス
テ
ム
は
、
現
在
順
調
に
稼
働
し

て
お
り
、
福
島
第
一
の
廃
炉
作
業
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

令
和
３
年
10
月
に
日
本
国
政
府
は
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
こ

の
基
本
計
画
で
は
、
２
０
５
０
年
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
は
、
安
全
性
最
優

先
で
再
稼
働
を
目
指
す
と
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
長
期
運
転
を
進
め
て

い
く
上
で
の
諸
課
題
を
克
服
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

現
在
休
止
中
の
原
子
力
発
電
所
を
さ
ら
に
安
全

性
の
高
い
設
備
に
改
良
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
潟
県
に
あ
る
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
（
以

下
柏
崎
刈
羽
）
は
、
現
在
、
再
稼
働
を
目
指
し

て
原
子
力
発
電
所
設
備
の
耐
震
強
化
、
防
潮
堤

の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
使
用
し
て
い
た
原
子
炉
の
プ
ロ
セ
ス
値
を

監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る
時
期
が
近
づ

い
て
い
ま
し
た
。
柏
崎
刈
羽
は
現
在
休
止
中
で

あ
る
た
め
、
現
場
に
適
し
た
監
視
シ
ス
テ
ム
の

検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
私
た
ち

が
福
島
第
一
用
に
開
発
し
た
監
視
シ
ス
テ
ム
を

基
本
に
し
て
、
柏
崎
刈
羽
に
最
適
化
し
た
シ
ス

テ
ム
を
設
計
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
が
廃
炉
作
業
中
の
福
島
第
一
で
培
っ
た
経
験

や
技
術
が
、
再
稼
働
を
目
指
す
柏
崎
刈
羽
に
生

か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
柏
崎
刈
羽
用
シ

ス
テ
ム
の
設
計
で
私
た
ち
が
心
掛
け
た
こ
と
は
、

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
も
対
応
可
能
な
高

い
拡
張
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
し
た
。
実
際
に
再

稼
働
さ
せ
る
際
に
は
、
現
在
と
異
な
る
多
く
の
厳

し
い
要
求
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
課
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
原
子
力
発
電
の
さ
ら
な
る
安
全
性
向
上

に
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
対
応
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
が
設
計
し
た
プ
ロ
セ
ス
値
監
視

シ
ス
テ
ム
が
、
今
後
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全

な
再
稼
働
を
可
能
に
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
す
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

館　　國
森
もりへい

平舞台機構株式会社
1977年度（昭和52年度）学士修了

☆ 野島研究室 ☆

「舞台機構の建設」

―北から南から―

深見雄太
東電設計株式会社

2010年度（平成22年度）修士修了
☆ 庄研究室 ☆

「原子力発電施設の
監視システムの設計」

―北から南から―
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私
は
２
０
２
３
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

地
球
温
暖
化
対
策
を
話
し
合
う
国
際
会
議

「C
O

P
2

8

」
の
期
間
中
、C

O
P

2
8

と
開
催
国

で
あ
る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の

イ
ン
フ
ラ
施
設
等
を
視
察
す
る
機
会
を
得
ま

し
た
。
本
視
察
は
日
本
Ｕ
Ａ
Ｅ
協
会
の
企
画

に
よ
る
も
の
で
、
東
海
大
学
の
学
生
６
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
私
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
関

わ
る
仕
事
に
将
来
就
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
諸
外
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
状
況
お
よ
び
脱
炭
素
へ
の
取
り

組
み
を
知
り
た
い
と
考
え
本
企
画
に
参
加
し

ま
し
た
。 

石
油
お
よ
び
天
然
ガ
ス
の
産
出
国
で
あ
る

Ｕ
Ａ
Ｅ
は
近
年
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
見
学

し
た
Ｍ
Ｂ
Ｒ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
は
、
約
６
・
７

㎢
の
広
大
な
土
地
に
大
量
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
し
、
４
０
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
発
電
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
太
陽
熱
発
電
施

設
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
太
陽

熱
発
電
は
、
鏡
や
レ
ン
ズ
な
ど
で
太
陽
光
を

集
光
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
熱
で
発

電
を
行
う
設
備
で
あ
り
、
日
本
で
は
ほ
と
ん

ど
商
用
運
転
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

C
O

P
2

8

で
は
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
と
呼
ば
れ

る
一
般
の
人
た
ち
も
見
学
可
能
な
展
示
会
場

に
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
会
場
で
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
を

は
じ
め
と
す
る
各
国
の
脱
炭
素
に
対
す
る
取

り
組
み
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
開
発
す

る
技
術
等
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
省
の
大

臣
で
あ
り
、C

O
P

2
8

の
議
長
団
の
お
一
人
で

も
あ
る
シ
ャ
ン
マ
氏
と
面
談
す
る
機
会
を
得

る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
こ
の
面
談
の
た
め

に
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
へ
の
出
発
前
か
ら
機
械
工
学
専

攻
の
菅
原
唯
さ
ん
と
資
料
作
成
を
行
い
、
東

海
大
学
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
本
視
察
旅
行

に
参
加
し
た
目
的
等
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

用
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
大
臣
か
ら
は
「
若

者
た
ち
は
広
い
視
野
に
立
ち
、
環
境
問
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
、
ま
た
、
日
本

と
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
緊
密
な
関
係
構
築
に
貢
献
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

Ｕ
Ａ
Ｅ
は
脱
炭
素
社
会
の
実
現
で
先
進

的
な
国
と
い
う
印
象
を
こ
れ
ま
で
持
っ
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
に
訪
れ
て
み
る
と
電
気
自

動
車
は
あ
ま
り
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
点
で
は
日
本
と
共
通
し
て
い
ま
し

た
。
一
方
で
、
太
陽
光
発
電
で
は
日
本
に
比

べ
か
な
り
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
が
広
大
な
砂
漠
地
帯
を
有

し
、
日
照
時
間
が
長
い
と
い
う
恵
ま
れ
た
環

境
に
よ
っ
て
成
し
得
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
そ
の
よ
う
な
環
境
で
は
な
い
た
め
、

Ｕ
Ａ
Ｅ
の
取
り
組
み
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
導

入
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
、

日
本
は
島
国
で
あ
る
た
め
長
い
海
岸
線
を
有

し
ま
す
。
そ
の
た
め
日
本
は
洋
上
風
力
発
電

に
適
し
て
お
り
、
今
後
普
及
さ
せ
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。
本
視
察
を
と
お
し
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
は
各
国
の
環
境
に
適
し
た
方
法
で
進
め
る

べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
は
高
い

省
エ
ネ
技
術
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
各
国

に
提
供
す
る
こ
と
で
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

貢
献
出
来
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

電気電子工学専攻
２年次生
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私
は
、
２
０
２
３
年
10
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
レ
ー
ス

（
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
レ
ー
ス
に

使
用
す
る
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
開
発
で
、
私
は

灯
火
類
や
ハ
ン
ド
ル
ス
イ
ッ
チ
な
ど
の
電
気

系
シ
ス
テ
ム
を
担
当
し
ま
し
た
。
本
シ
ス
テ

ム
の
開
発
で
は
、
高
い
信
頼
性
を
確
保
す
る

こ
と
を
重
視
し
、
シ
ス
テ
ム
に
冗
長
性
を
持

た
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。
一
方
、

本
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
に
は
新
技
術
も
積
極
的
に

導
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
十
分
な
テ
ス

ト
が
で
き
な
い
ま
ま
レ
ー
ス
当
日
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
レ
ー
ス
の
予
選
で
７

位
に
位
置
し
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
は
全
て
完
璧
な

状
態
で
レ
ー
ス
を
開
始
す
る
予
定
で
し
た
。
し

か
し
、
レ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
時
に
、
モ
ー
タ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
起
動
せ
ず
、
ソ
ー
ラ
ー

カ
ー
が
走
り
出
せ
な
い
と
い
う
不
具
合
が
発

生
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
地
点
に
い
た
電
気
系

担
当
者
は
私
の
み
で
あ
り
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

の
助
け
を
借
り
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
私
は
大
変
追
い
込
ま
れ
た
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
再
起
動
を
試
み
て
も
シ
ス
テ
ム
は
改

善
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
５
回
目
で
な
ん
と
か

起
動
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
間
に
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
11
位
ま
で
順

位
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
と
で
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
モ
ー

タ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
起
動
出
来
な
か
っ

た
原
因
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
が
高
す
ぎ

た
こ
と
が
原
因
で
し
た
。
今
回
使
用
し
た

バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
従
来
よ
り
も
高
い
電
圧
に

な
る
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
た
め
、

モ
ー
タ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
電
圧
制
限
値

を
上
回
り
、
シ
ス
テ
ム
が
起
動
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
電
圧
上
限
値
に
つ
い
て
は
盲
点
で

あ
り
、
テ
ス
ト
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が

重
な
り
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
不
具
合
が

レ
ー
ス
ス
タ
ー
ト
時
に
発
生
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
が
走
り
出
し
て
か
ら
は

順
調
に
順
位
を
上
げ
、
第
１
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
へ
到
着
す
る
頃
に
は
順
位
を
５
位
ま
で

上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
上
位
４
チ
ー

ム
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
に
は
一
般
に
は
入
手
困

難
な
高
性
能
の
太
陽
電
池
や
バ
ッ
テ
リ
ー
を

搭
載
し
て
お
り
、
発
電
効
率
、
電
力
容
量

の
点
で
私
た
ち
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
私
た
ち

は
、
上
位
を
目
指
し
つ
つ
も
、
安
定
し
た
走

り
で
ゴ
ー
ル
地
で
あ
る
ア
デ
レ
ー
ド
ま
で
の

３
０
２
１
㎞
を
走
破
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

ま
し
た
。
私
た
ち
が
開
発
し
た
電
気
系
シ
ス

テ
ム
は
信
頼
性
が
高
く
、
レ
ー
ス
ス
タ
ー
ト

時
以
外
に
は
電
気
系
の
不
具
合
は
起
こ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
の
開
発
方
針
は
正
し

か
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

レ
ー
ス
開
始
５
日
目
で
私
た
ち
は
ゴ
ー
ル

し
、
順
位
は
５
位
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
順

位
は
民
生
用
太
陽
電
池
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
使

用
し
た
チ
ー
ム
の
中
で
最
も
高
い
位
置
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
大

会
の
発
展
へ
の
貢
献
と
今
大
会
の
公
正
か
つ

紳
士
的
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、
デ
ー
ビ
ッ
ト

ヒ
ュ
ー
チ
ャ
ッ
ク
賞
を
大
会
組
織
か
ら
受
け

ま
し
た
。

電気電子工学科
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電
気
電
子
工
学
会
に
所
属
の
皆
様
に
は
、

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
今
年
度
末

に
定
年
退
職
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
紙
面
を
お
借

り
し
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
頂
い
た
方
々

に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
僭
越

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
抱
い
て
き
た
教
育
へ
の
思

い
と
研
究
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

私
は
、
東
海
大
学
に
着
任
す
る
前
は
、
民
間

企
業
に
お
い
て
、
当
時
の
最
先
端
の
半
導
体
集

積
回
路
及
び
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
電
子
材
料

と
プ
ロ
セ
ス
技
術
の
研
究
開
発
、
開
発
し
た
技

術
と
製
品
の
量
産
移
管
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
研
究
開
発
の
成

果
を
国
内
外
の
学
会
で
発
表
し
、
学
術
論
文
の

執
筆
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
大
量
生
産
を
目
的

と
す
る
大
規
模
集
積
回
路
の
技
術
開
発
を
行
い

な
が
ら
、
世
界
有
数
の
研
究
機
関
や
大
学
の
研

究
者
と
同
じ
土
俵
で
学
会
発
表
と
論
文
発
表
を

行
う
と
い
う
、
今
考
え
る
と
身
体
に
負
担
が
か

か
る
仕
事
量
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
十
二

年
の
間
、
研
究
開
発
の
成
果
を
製
品
に
活
用
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
と
、
製
品
開
発
や
大

量
生
産
を
経
験
し
た
こ
と
、
多
く
の
技
術
の
成

功
と
失
敗
を
間
近
で
見
て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
研
究
開
発
が
成
就
す
る
た
め
の
様
々
な
条

件
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
大
学
で
の
研
究
活

動
の
大
き
な
礎
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
に
移
っ
た
後
も
、
世
界
で
は
集
積
回

路
技
術
の
飛
躍
的
な
発
展
が
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
自
分
自
身
も
集
積
回
路
技
術
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
余
地
が
大
き
い
と
考
え
た
こ

と
か
ら
、
一
貫
し
て
半
導
体
集
積
回
路
を
構
成

す
る
た
め
の
電
子
材
料
を
研
究
領
域
と
し
て

き
ま
し
た
。
世
の
中
で
は
、
教
育
と
研
究
は
車

の
両
輪
と
言
わ
れ
て
お
り
、
私
も
こ
の
言
葉
に

共
感
す
る
者
の
一
人
で
す
。
二
〇
〇
五
年
四
月

よ
り
、
東
海
大
学
の
教
授
と
し
て
教
鞭
を
執
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
（
そ
の
実
現

に
つ
い
て
は
私
の
力
が
及
ぶ
範
囲
に
限
ら
れ

ま
し
た
が
）
微
力
な
が
ら
学
生
諸
氏
に
活
き
た

学
問
と
学
術
を
届
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
研
究
を
追
い
続
け
て
こ
そ
、
そ

れ
が
可
能
と
な
る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
幸

い
、
半
導
体
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
や
材
料
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
共
同
研
究
や
学
術
指
導
の
依
頼

が
続
き
、
そ
れ
ら
に
対
し
研
究
室
の
学
生
諸
氏

と
共
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
頃
か

ら
は
、
半
導
体
メ
モ
リ
の
一
種
で
あ
る
電
荷
捕

獲
メ
モ
リ
の
記
憶
原
理
に
将
来
性
を
感
じ
、
こ

の
方
式
の
メ
モ
リ
の
研
究
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
こ
の
判
断
に
は
、
前
述
し
た
企
業
時
代
の

経
験
と
、
交
流
し
て
き
た
企
業
と
大
学
の
研
究

者
・
技
術
者
と
の
議
論
が
大
い
に
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
電
荷
捕
獲
メ
モ
リ
は
、
シ
リ
コ

ン
窒
化
膜
の
中
の
点
欠
陥
が
つ
く
る
欠
陥
準

位
に
電
子
ま
た
は
正
孔
を
捕
獲
さ
せ
る
こ
と

で
情
報
を
記
憶
し
ま
す
。
約
十
五
年
に
わ
た
り

研
究
室
の
学
生
諸
子
に
、
電
荷
捕
獲
メ
モ
リ
と

シ
リ
コ
ン
窒
化
膜
中
の
点
欠
陥
に
つ
い
て
の

少
し
基
礎
的
な
研
究
に
共
に
取
り
組
ん
で
頂

い
た
お
陰
で
、
こ
の
分
野
で
幾
つ
か
研
究
成

果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
究
室

の
学
生
諸
子
に
は
、
国
際
学
会
や
国
内
学
会
、

半
導
体
デ
バ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
の
研
究
者
や
他

大
学
の
先
生
を
招
い
て
開
い
た
研
究
会
に
お

い
て
そ
れ
ら
の
成
果
を
発
表
し
て
頂
き
ま
し

た
。
後
に
、
記
憶
メ
デ
ィ
ア
の
主
力
と
な
っ

た
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
型
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
に
お
い

て
、
こ
の
方
式
の
メ
モ
リ
セ
ル
を
シ
リ
コ
ン
基

板
の
鉛
直
方
向
に
積
層
す
る
構
造
が
採
用
さ

れ
た
た
め
、
近
年
、
学
生
諸
氏
と
進
め
た
研
究

の
成
果
を
学
会
等
で
紹
介
す
る
機
会
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
、
半
導
体
・
集
積
回
路
技
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
電
気
化
学
会
電
子
材
料
委
員

会
主
催
）
の
開
催
に
携
わ
り
、
二
〇
一
八
～

二
〇
二
三
年
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
長
を
務
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
毎
回
、
半
導
体
技
術
分
野
の
第
一
線
で
活

躍
し
て
い
る
研
究
者
や
先
生
方
を
十
数
名
お
招

き
し
、
二
日
間
に
わ
た
り
水
準
の
高
い
議
論
を

交
わ
す
の
で
す
が
、
そ
れ
を
学
生
諸
子
に
も
聴

講
し
て
も
ら
う
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
こ
で
得
た
最
新
情
報
や
将
来
動

向
に
つ
い
て
の
知
見
を
、
講
義
や
卒
業
研
究
に

反
映
し
て
参
り
ま
し
た
。

研
究
室
で
は
、
専
門
書
の
割
り
当
て
ら
れ
た

部
分
を
当
番
の
学
生
が
説
明
す
る
輪
講
と
、
学

生
が
英
語
論
文
を
読
ん
で
解
説
す
る
雑
誌
会
、

研
究
報
告
会
を
、
学
生
諸
子
の
真
摯
な
努
力
に

支
え
ら
れ
て
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
等
教
育
の
大
衆
化
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ

れ
る
昨
今
で
す
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
輪

講
等
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
は
、
大
学
の
研
究

室
の
務
め
を
果
た
す
た
め
に
重
要
で
あ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
形
で
十
九
年
間
を
駆
け
抜
け
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
軌
跡
は
、
電
気
電
子

工
学
科
並
び
に
こ
れ
ま
で
在
籍
さ
せ
て
頂
い
た

学
科
と
各
部
署
の
教
職
員
の
皆
様
、
研
究
室
の

学
生
諸
氏
に
支
え
と
助
け
を
頂
い
た
お
陰
で
辿

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
再
度

皆
様
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
私
自
身
は
、

過
去
に
一
度
、
企
業
人
か
ら
大
学
教
員
へ
転
身

し
た
わ
け
で
す
が
、
今
後
も
再
び
企
業
の
研
究

者
・
技
術
者
と
し
て
活
動
す
る
も
よ
し
、
半
導

体
教
育
の
お
手
伝
い
を
す
る
も
よ
し
と
考
え
て

お
り
、
社
会
へ
の
貢
献
を
続
け
る
所
存
で
す
。

東
海
大
学
が
よ
り
良
い
大
学
へ
と
進
化
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

教
育
へ
の
思
い
と研究

活
動
を
振
り
返
っ
て

電
気
電
子
工
学
科

教
授

小
林
清
輝

「２０２３年度の研究室メンバー」
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私
の
趣
味
が
オ
ー
デ
ィ
オ
（
特
に
真
空
管
ア

ン
プ
の
製
作
）
で
あ
る
こ
と
が
電
気
電
子
工
学

科
の
先
生
方
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ら
し
く
、

真
空
管
ア
ン
プ
の
話
題
を
書
い
て
欲
し
い
と
い

う
依
頼
が
あ
っ
た
。
私
で
さ
え
学
生
時
代
に
学

ん
だ
こ
と
は
無
い
か
ら
今
の
学
生
さ
ん
の
ほ
と

ん
ど
に
は
真
空
管
は
無
縁
な
存
在
だ
と
思
う
。

だ
が
真
空
管
は
今
で
も
ロ
シ
ア
や
中
国
な
ど
で

か
な
り
の
量
が
生
産
さ
れ
て
お
り
市
場
に
供
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
用
途
は
大
き
く
分
け
て

二
つ
あ
り
、
一
つ
は
ギ
タ
ー
ア
ン
プ
用
、
も
う

一
つ
が
オ
ー
デ
ィ
オ
ア
ン
プ
用
で
あ
る
。
バ
ン

ド
を
組
ん
だ
り
し
て
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
人

は
知
っ
て
い
る
と
思
う
が
高
級
な
ギ
タ
ー
ア
ン

プ
の
ほ
と
ん
ど
は
真
空
管
を
使
用
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
か
ら
拾
っ
た
音
に
真
空

管
が
付
加
す
る
歪
に
よ
り
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
製
の

ア
ン
プ
で
は
出
せ
な
い
心
地
良
い
音
が
得
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
生
産
さ
れ
て
い
る
真
空

管
の
大
半
は
ギ
タ
ー
ア
ン
プ
用
で
あ
る
。
ま
た

家
電
量
販
店
の
オ
ー
デ
ィ
オ
製
品
売
り
場
に
行

く
と
様
々
な
製
品
が
売
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

大
半
は
半
導
体
を
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
滅
多

に
真
空
管
を
用
い
た
製
品
を
目
に
す
る
こ
と
は

な
い
。
し
か
し
、高
級
品
と
称
す
る
製
品
を
扱
っ

て
い
る
専
門
店
で
は
必
ず
ど
こ
か
に
真
空
管
ア

ン
プ
が
置
か
れ
て
お
り
結
構
な
値
段
が
付
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
ア
ン
プ
に
用
い
ら
れ
て
い
る

真
空
管
は
現
行
品
の
場
合
が
多
い
が
、
私
が
生

ま
れ
る
前
に
製
造
さ
れ
た
よ
う
な
所
謂
ヴ
ィ
ン

テ
ー
ジ
管
と
呼
ば
れ
る
真
空
管
が
鎮
座
し
て
い

て
高
値
を
付
け
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
当
た
り

前
の
こ
と
で
あ
る
が
現
在
の
電
子
技
術
に
真
空

管
の
よ
う
な
何
世
代
も
前
の
素
子
が
入
り
込
む

余
地
は
全
く
な
い
。
現
在
で
も
真
空
管
が
上
記

の
用
途
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
ど
ち
ら
も
対

象
が
人
の
耳
と
い
う
可
聴
帯
域
幅
が
狭
く
特
性

が
人
の
感
性
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
不
安
定
な

セ
ン
サ
ー
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

私
に
と
っ
て
真
空
管
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら

身
近
に
あ
っ
た
素
子
で
あ
る
（
父
が
学
生
時
代

ア
ル
バ
イ
ト
の
た
め
に
闇
市
で
仕
入
れ
た
ら
し

い
）。
小
３
の
頃
ビ
ー
ト
ル
ズ
聴
き
た
さ
に
ス

テ
レ
オ
装
置
を
買
っ
て
く
れ
と
言
っ
た
ら
、
そ

ん
な
も
の
は
作
れ
と
父
に
言
わ
れ
作
っ
た
真
空

管
ア
ン
プ
が
ま
ぐ
れ
で
動
い
て
し
ま
い
、
自
作

の
世
界
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
は
言
え
理

屈
を
伴
わ
な
い
勘
と
経
験
に
よ
る
自
作
で
は
大

し
た
物
は
で
き
ず
、
高
校
以
降
は
音
が
良
い
と

言
わ
れ
る
市
販
の
ス
テ
レ
オ
装
置
で
音
楽
を
聴

い
て
い
た
。
再
び
ア
ン
プ
の
自
作
を
始
め
た
の

は
大
学
院
生
の
頃
で
あ
る
。
通
っ
て
い
た
大
学

の
実
験
室
が
保
守
部
品
と
し
て
取
っ
て
い
た
真

空
管
を
廃
棄
す
る
と
い
う
。
慣
れ
親
し
ん
だ
球

が
結
構
あ
っ
た
の
で
捨
て
る
な
ら
く
れ
と
言
っ

て
貰
い
受
け
て
き
た
。
貰
っ
た
以
上
は
ア
ン
プ

を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
身
に
付
け
た
電
気

の
知
識
に
基
づ
い
て
回
路
を
設
計
し
、
ア
ル

バ
イ
ト
で
稼
い
だ
資
金
を
つ
ぎ
込
み
結
構
良

い
パ
ー
ツ
を
購
入
し
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
当
た
り

３
・
５
㍗
と
言
う
小
出
力
ア
ン
プ
を
製
作
し
た
。

こ
の
ア
ン
プ
を
自
宅
の
市
販
ア
ン
プ
と
入
れ
替

え
て
聴
い
て
音
の
良
さ
に
作
っ
た
本
人
が
び
っ

く
り
し
た
。
こ
れ
以
来
市
販
の
ア
ン
プ
は
一
度

も
購
入
し
て
い
な
い
。
こ
の
時
製
作
し
た
ア
ン

プ
は
未
だ
に
現
役
で
自
宅
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
中

高
音
部
を
受
け
持
っ
て
い
る
（
写
真
１
参
照
）。

子
供
の
時
に
ア
ン
プ
作
り
に
目
覚
め
て
以

来
、
様
々
な
電
子
回
路
を
製
作
し
て
き
た
が
、

勘
と
経
験
に
頼
っ
て
製
作
し
た
も
の
と
、
回
路

技
術
の
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
て
製
作
し
た
も

の
で
は
例
え
同
じ
回
路
で
あ
っ
て
も
歴
然
と
し

た
違
い
が
あ
る
と
感
じ
る
。
私
に
と
っ
て
オ
ー

デ
ィ
オ
ア
ン
プ
の
製
作
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の
趣
味

な
の
で
、
自
分
が
満
足
す
る
音
の
で
る
ア
ン
プ

が
製
作
で
き
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
で
も
自
分
が

満
足
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
、
不
具
合
が

あ
っ
た
時
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
を
知
識
と

経
験
を
通
し
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
大
事
だ
と

思
う
。
大
学
で
学
ん
だ
電
気
回
路
や
電
子
回
路

を
は
じ
め
と
す
る
電
気
理
論
、
そ
し
て
何
よ
り

実
際
の
素
子
に
触
れ
理
解
を
深
め
る
こ
と
の
で

き
る
実
験
が
、
私
の
そ
う
し
た
力
を
養
っ
て
く

れ
た
よ
う
に
思
う
。

小
３
の
時
に
目
覚
め
た
自
作
オ
ー
デ
ィ
オ

と
言
う
趣
味
を
飽
き
も
せ
ず
６
０
年
近
く
も
引

き
ず
っ
て
現
在
の
自
分
が
あ
る
わ
け
で
、
電
気

電
子
技
術
を
生
業
と
し
て
東
海
大
学
に
３
０
年

以
上
勤
務
で
き
た
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思

う
。
真
空
管
は
動
作
し
て
い
る
と
き
仄
か
に
光

る
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
が
美
し
い
、
ま
た
老
眼
の
進

ん
だ
高
齢
者
に
は
適
度
な
大
き
さ
で
配
線
し
易

い
こ
と
が
嬉
し
い
。
い
つ
ま
で
で
き
る
か
分
か

ら
な
い
が
、
で
き
る
限
り
半
田
ご
て
を
握
り
自

作
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
（
写
真
２
は
最

新
作
で
あ
る
）。

「
真
空
管
ア
ン
プ
製
作
の
楽
し
み
」

元
電
気
電
子
工
学
科
教
授

曲
谷
一
成

写真１ 大学院生の頃作ったアンプ

写真２ 昨年末に完成した最新作
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２
０
２
４
年
１
月
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
も

の
つ
く
り
館
」
が
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は

１
９
６
７
年
に
「
円
形
食
堂
」
と
し
て
竣
工
し
、
望
星

学
塾
に
寄
宿
す
る
塾
生
た
ち
の
食
堂
と
浴
室
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
し
た
。
塾
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
の
ち
は
、
一

般
の
学
生
、
教
職
員
な
ど
が
利
用
す
る
食
堂
と
し
て
長

く
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
２
年
に
は
新
た
に
竣
工

し
た
「C

O
M

 SQ
U

A
R

E

」
に
食
堂
と
し
て
の
機
能
を

譲
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
改
修
工
事
を
行

い
、
２
０
０
６
年
か
ら
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
も

の
つ
く
り
館
」
と
名
称
を
変
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン

タ
ー
の
ラ
イ
ト
パ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
の
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
に
参
戦
し
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
も
こ
こ
で

製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
に
大
学
生
活

の
思
い
出
の
場
を
提
供
し
て
く
れ
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ

ン
タ
ー
も
の
つ
く
り
館
（
円
形
食
堂
）」
が
な
く
な
る

こ
と
は
大
変
残
念
で
す
。

電
気
電
子
工
学
会
で
は
、
毎
年
新
卒
業
生
の
中
か

ら
、
特
に
優
れ
た
学
業
成
績
を
修
め
、
人
格
的
に
も
優

秀
な
学
生
に
対
し
て
、
電
気
電
子
工
学
会
賞
を
授
与
し

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
受
賞
者
に
は
つ
ぎ
の
３
名

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

電
気
電
子
工
学
科

Ⅰ
ク
ラ
ス

苅

宿

元

輝

Ⅱ
ク
ラ
ス

佐

藤

卓

磨

Ⅲ
ク
ラ
ス

劉

 

佳

雨

な
お
、
総
長
賞
を
は
じ
め
と
す
る
各
賞
の
受

賞
者
、
な
ら
び
に
電
気
学
会
か
ら
授
与
さ
れ
た

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

工

学

部

総

長

賞

工

藤

勇

人

大

槻

喬

賞

伊

藤

勇

十

電
気
学
会

東
京
支
部

電

気

学

術

奨

励

賞

西

山

雄

登

電
気
学
術
女
性

活
動
奨
励
賞

大

谷

美

貴

編
集
後
記

本
誌
の
企
画
、
作
成
は
、
毎
年
秋
頃
か
ら
在
学
生
、

卒
業
生
で
特
徴
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
の
情
報
を

集
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
卒
業
生
の
話
題
は
リ

ク
ル
ー
ト
活
動
、
11
月
３
日
の
同
窓
会
な
ど
で
大
学
に

来
て
く
だ
さ
っ
た
方
た
ち
か
ら
集
め
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
た
期
間
は
同
窓
会
が
中
止
と
な
り
、
記
事

と
な
る
話
題
を
探
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
の
同
窓
会
で
は
軽
食
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
多
く
の
卒
業
生
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し

教
室
だ
よ
り

た
。
多
く
の
方
た
ち
と
交
流
を
深
め
る
中
で
、
今
年
度

の
会
報
で
は
舞
台
装
置
を
作
製
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
館

さ
ん
と
原
子
力
発
電
所
の
設
備
を
設
計
さ
れ
て
い
る
深

見
さ
ん
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
二
人

と
も
話
題
が
豊
富
で
記
事
の
紙
面
が
直
ぐ
に
埋
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
お
二
人
か
ら
写
真
を
お
預
か
り
し
て

い
る
の
で
す
が
、「
北
か
ら
南
か
ら
」
で
は
そ
れ
ら
を
掲

載
す
る
紙
面
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
二
人
の
写
真
は
こ
こ
「
編
集
後
記
」
で
ご
紹
介
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
館
さ
ん
か
ら
は
「
さ
い
た
ま
芸
術

劇
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
覧
会
」
の
写
真
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
４
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
で
は
、
館
さ
ん
の
会
社
が
施
工
し
た
舞
台
装
置
に

大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
と
い
う
話
も
頂
き
ま
し
た
。

深
見
さ
ん
か
ら
はR

a
s
p

b
e

rry
 P

i 3
 M

o
d

e
l 

A
+

と
液
晶
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
写
真
を
頂
き
ま
し
た
。
自
作

し
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
る
そ
う
で
す
。
深
見
さ
ん
は
学
生
時
代
か

ら
電
子
工
作
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
と

て
も
懐
か
し
く
写
真
を
拝
見
し
ま
し
た
。

最
後
は
、C

O
P

2
8

期
間
中
に
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
イ
ン
フ

ラ
設
備
等
を
視
察
さ
れ
た
上
原
さ
ん
の
追
加
情
報
で

す
。
視
察
の
様
子
が
読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
写
真
に
加
え
、
視
察
の
様
子
が
動
画
で

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
視
察
が
上
原
さ
ん

に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
経
験
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
記
事
の
ア
ド
レ
ス
（h

ttp
s
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/

y
a

b
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o
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/
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/

）
をQ

R
コ
ー
ド
で
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
３
日
開
催
さ
れ
た
今
年
度
の
同
窓
会
を
と
お
し

て
在
学
生
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
色
々
な
方
面
で
活
発

に
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。「
電
気

電
子
工
学
会
報
」
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
活
動

を
お
伝
え
し
ま
す
。（
事
務
局
長
庄
、
幹
事
・
編
集
米
岡
）

令和
４
年度

電
気
電
子
工
学
会
賞

も
の
つ
く
り
館
が
解
体

「解体を待つものつくり館」

「館さんからの写真」「深見さんからの写真」
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